
  

第2編
第1部  制度の概要及び基礎統計
Ⅶ  医療保障
(1)  概要

我が国では,すべての国民が何らかの医療保険の対象となる国民皆保険の体制が,昭和36年4月より実施さ
れている。

医療保険制度を大きく分けると,被用者保険(被保険者は被用者自身であるが,この被用者に扶養される者も
保険の対象である。)と,一般地域住民を対象とする地域保険とになる。

第Ⅶ-1図 各種医療保険制度適用人員数

第Ⅶ-2図 国民医療費の動向
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第Ⅶ-3表 最近の診療報酬改定及び薬価基準改正

第Ⅶ-4表 国民医療費の年次推移
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第Ⅶ-5表 医療保障制度の国際比較
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第Ⅶ-6表 医療保険制度の現況
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第1部  制度の概要及び基礎統計
Ⅶ  医療保障
(2)  医療保険の適用状況

第Ⅶ-7表 政府管掌健康保険の適用状況(一般被用者)

第Ⅶ-8表 組合管掌健康保険の適用状況

第Ⅶ-9表 船員保険の適用状況
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第Ⅶ-10表 国民健康保険の適用状況
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Ⅶ  医療保障
(3)  医療保険の収支状況

第Ⅶ-11図 政府管掌健康保険の収支状況

第Ⅶ-12図 組合管掌健康保険の収支状況
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第Ⅶ-13図 船員保険の収支状況

第Ⅶ-14図 国民健康保険の収支状況
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